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囲む Japan Power Highway 構想を提唱し、そのルート及び建設費と投資回収に関して分析を行い、妥
当性を示した。続いて、アジア国際送電網の構想を紹介しながら、課題をまとめた。そして、アジア
国際送電網が実施される契機として、日本と韓国による共同の洋上風力発電所を提案し、その建設費
と投資回収に関して分析を行った。さらに、九州と沖縄と台湾を相互に結ぶ九州-沖縄-台湾連系線の
構想を提唱し、そのルート及び建設費と投資回収に関して分析を行った。これらにより、国際送電網
の大きな可能性を具体的にまとめることが出来た。 
 
以上より、海底電力ケーブルを活用することにより、日本でも再生可能エネルギーの導入がさらに
進み、それにより気候変動対策及びより安価な電源となることを示した。 
本研究成果は、海底電力ケーブルを活用した再生可能エネルギーの導入拡大に大きく寄与すると考
えられる。 
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